
 

 

 

 

国際ロータリー 
第2570地区 

川越ロータリークラブ 
 

2026年 3月 24日 第 3562回例会 会場：川越プリンスホテル 5階 
会員数：102名 免除出席者：10名 正会員出席者：41名 出席者：51名 出席率：56.66％ 

会 報 №34 

 

2025-26 

《退会あいさつ》 

高木 寛和会員 日本生命東京本

部に転勤 2 年間初めてのロータ

リーという事で学ぶことが沢山あ

り大きな宝物となりました。あり

がとうございました。 

和田 喜勝会員 損保ジャパン大

阪北支店転勤 3 年間在籍させて

頂き川越ロータリーでの学びは大

きく、奉仕の精神を学ばせて頂き

ました。ありがとうございました。 

会長の時間             

2025-26年度 会長 𠮷澤 德安 

先週川越青年会議所の経営セ

ミナーに参加。ローランドという

ホスト界の帝王の講演を聞きシ

ョックを受けたので話をさせて頂きます。 

彼のモットーは「俺か俺以外か」「川越か川越

以外か」という事で講演をされました。よく聞く

とお客様相手に適当にあしらっているように思

えましたが、圧倒的な事実を語り始めました。彼

が経営するグループ企業の売り上げが年間 200

億円です。ホストクラブだけではなく、アパレ

ル、サロン、そして驚いたのが通信制の高校を買

収して教育事業も手掛けているという事です。

10年も満たないうちに200臆円の売り上げを計

上するには尋常じゃないと感じました。彼なり

の冷徹な仕組みづくりと結果への執着がある事

が分かりました。 

4つのテストや超我の奉仕の真実、事実が我々

とは違う見方があるという事を伝えたいと思い

ます。彼にとっての真実とは彼の言葉が虚構で

あれ、従業員を救い 200 臆円の売り上げを計上

し、日本経済に貢献しているのは事実です。ま

た、彼は自分の素顔や考えを犠牲にしても看板

ホストとして 24 時間カリスマを演じ続けてい

る。我を捨て公の場で自分を見せているのも、あ

る種超我の奉仕であると思います。 

ただ我々ロータリーは謙虚さが重要である事

を改めて認識しました。派手な言葉は人を曳き

つけ花や実にはなりますが、組織を数十年と支

え続ける根っこになるのは謙虚な姿勢であると

感じました。彼の話の中では自分のような人間

が教育を語れば反発が起きるのも承知していま

した。客観的に自分を理解し経営者としての心

構えが備わっている事は分かりました。結果教

育事業も成功しています。真のリーダーシップ

とは表向きのパフォーマンス、内面の謙虚さと

のバランスの基になり立っていると思います。

言葉の重みを考え過ぎ言葉を発しなければ会社

経営も世の中も動きません。影響を及ぼす人は、

時には口先だけと指さされながらも、責任と仕

組みに乗せる事で具体的な成果を出していま

す。これはロータリーの在り方として学ぶべき

事がありそうだと感じました。謙虚な志で世の

中を動かす具体的な成果に繋げる。これこそが

プロフェッショナルとしての本当の誠実さであ

り、奉仕の在り方ではないかと感じました。 

幹事報告              

2025-26年度 幹事 髙橋 哲彦 

・配布物 会報 

・次週お花見例会 氷川神社 18:00点鐘 

・3/31（火）10:00 コエトコ除幕式のご案内 

プログラム 

点鐘（12：30）／ロータリーソング（第 3例

会：それでこそロータリー・四つのテスト）

／ビジター・お客様紹介／卓話講師紹介／会

長の時間／幹事報告／委員長報告／ニコニ

コボックス／出席報告／卓話／点鐘（13：

30）〈司会：山﨑ＳＡＡ〉 



 

・3/28（土）坂口孝パスト会長偲ぶ会  

於：八州亭 18:30開始 

委員長報告             

親睦委員会 3月のお祝い 津田会員 

（会員誕生日）藤田龍一、堀尾泰崇、荻原之彦、

誉田慎一郎、的矢友裕、井上信明 

（会員パートナー誕生日）馬場幸子、福島弥生、

西澤真喜子、山本直子、小橋明子、池住一夫、  

吉岡衣世、的矢春奈 

（結婚記念日）西澤堅、今泉博、藤田龍一、   

山田禎久、山口滝太、齊藤智、森田研司、   

荻原之彦、中野文夫、鈴木尚彦、長瀬憲 

次週例会：お花見 親睦委員会 鈴木崇生会員 

ニコニコボックス          

●川越市立特別支援学校肥留間智子様、髙𣘺裕次

様本日の卓話よろしくお願い致します。楽しみに

しております。＜会長、幹事＞●高木寛和会員、和

田喜勝会員寂しいですが、新天地での益々のご活

躍をお祈り申し上げます。川越ロータリークラブ

へのご尽力本当にありがとうございました。＜会

長、幹事＞●本日の卓話、川越市立特別支援学校肥

留間智子校長、髙𣘺裕次先生よろしくお願いしま

す。＜神谷、相原、西澤、八木、西川、山﨑（共）、

小杉、山田（和）、小橋、住谷、小髙、和田（尚）、

野溝、中野（文）、齊藤（智）、佐藤、馬場（常）、

石井、水村、近藤、戸口、井上、中田（浩）、栗原

＞●高木さん、和田（喜）さん退会残念です。転勤

先でも頑張って下さい。＜近藤、的矢、吉岡、京野、

中田（浩）、栗原＞●４月１日付けで大阪北支店長

として転任することとなりました。３年間あっと

いう間でしたが、川越ロータリークラブではたく

さんのことを学ぶことができました。皆様本当に

お世話になりありがとうございました。＜和田（喜）

＞●３月２５日付けで東京本部へ転任することと

なりました。２年間本当にお世話になりました。一

生忘れません。ありがとうございました。＜高木＞ 

●エレクトーンの吉田さん、今日も名曲の名演で、

点鐘前のひととき、楽しく聴かせてもらいました。

＜片山＞●桜がサイタマでも開花しました。春を

楽しみたいですね。＜西澤、小谷野、小杉、和田

（尚）、野溝、馬場（常）、石井、小林（勇）、鬼頭、

川野邊、栗原＞     合計５４，０００円 

卓話  担当：プログラム委員会   

講師：川越市立特別支援学校 

肥留間智子校長・髙𣘺祐次進路指導主事 

【川越市立特別支援学校について】 

 肥留間校長より挨拶 

 川越ロータリークラブより寄贈

されたパソコン 3台のお礼と今

後も支援へのお願い。 

髙𣘺進路指導主事より 

 本校の特徴 

・今年度 62周年を迎えた県内で

最も歴史があり、知的障がいの子

供達が通う特別支援学校 

・入試で選考された 40名の生徒が通う 

 （1学年で最大 16名、高等部単独設置校） 

・生徒全員が公共交通機関を利用し自力通学 

 （川越市中心だが、生徒は県内広域に在住） 

・卒業後の「ひとりだち」（社会的自立＝就

労）へ向けて、生徒一人一人が本気で学ぶ 

・本校生徒の“良さ”は、真面目で誠実、そし

て礼儀正しく何事にも一生懸命 

 県の状況 

・特別支援学校の設置数全国第 3位 

・埼玉県 5か年計画における県南ゾーンを中心

に児童生徒数が増加していることから、様々

な方策を検討し、検討を終えたものから計画

的に整備を行います。 

・障害者の法定雇用率引上げと支援策の強化に

ついて 

 令和 6年 4月 令和 8年 7月 

民間企業の法定雇用率 2.5％ 2.7％ 

対象事業主の範囲 40 人以上 37.5人以上 

・民間企業（40人以上規模の企業：法定雇用

率 2.5％）に雇用されている 18,705.5人（対

前年比 4.0％増加）その内、知的障害者は

5,923.0人（対前年比 3.6％増加） 

・埼玉県は法定雇用率達成企業割合が全国順位

27位で障害者雇用が進んでいない。 

・現在障害者の雇用先としてスーパーの品出し

や清掃、そして○○補助と言われる仕事の需

要が増えています。 

 寄贈されたパソコンの使い道 

① 印刷班の作業（名刺・カレンダー） 

② 履歴書の電子入力 

③ 資格試験対策（パソコン検定） 

生徒にパソコンを活用できるよう取り組ん

で参ります。 


